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帯書しい地質掌

③

日本列島の生いたち

1.地球の神代時代

私たちが自分の氏･索性を知るために家系図や親

セキ関係などについてよく調べるように日本列島の生

いたちについて知るためには日本列島の誕生以前に起

こったいろいろの事件や環境などについてもう少し

検討してみる必要がありそうです.

地球の一番外側を構成している地殻ができてから現在

までの間を地質学の上で地質時代(Geologica1

timeS)と呼びます.そしてそのはじめにあたる始生

代(Archaeozoicera)や原生代(PrOterozoicera)は

次のカンブリア紀(CambrianperiOd)よりも前の時代と

いう意味で先(前)カンブリア紀(Pre･Ca㎜brianPeri･

od)と呼ばれています.なぜこのように区別されたか

とい“ますと後で述べますように始生代や原生代は

さしずめ地球の神代時代にあたりカンブリア紀以後は

有史時代に相当するから枚のです.

私たちがもつ歴史のうち神代時代と呼ばれている時代

についてはその当時に文字がなかったので当時のこ

とを詳しく書きとどめた書物もたく私たちはあるてい

どの史実とその後に書かれた書物とによって想像する

よりほかはありません.現在の知識では始生代や原生

代についてはこれと同じようなことがいえるのです.

始生代や原生代の地層は日本ではみられませんカミ

大陸地方のあちらこちらにまるで中世紀の騎士が用い

た楯のような形に分布しています(第1g図).そしてこ

のような地帯はこれらの地層の分布の形の上から楯

状地(Shie1d)と呼ばれています.これらの地層につ

いては研究が進められているのですがこれらの地層が

できた始生代や原生代の状態についてはまだよくわかっ
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ておりません.それは当時のようすを私たちに教え

てくれる文字に相当する化石*(FOssi1)がこれらの

地層からあまり見出され狂いから拒のです.ですから

始生代や原生代は私たちの歴史のはじめにあたる神代

時代と同じように今も荷お神秘の扉にとざされたま

ま私たちの知識のなかなかおよば恋い深い謎につつま

れているといえるでしょう.

*化石洪積世Diluvialageおよびそれ以前ヒ生息し

ていた動物や植物の遺物および動物のはった跡

足跡波の跡などのように残された印象化石

はそれを含む地層の時代を決める場合にも

っとも有力な手がかりになる

2､地球の有史時代のはじめ

神秘の扉にとざされた神代が26億年以上も続いた後

地球はいよいよ有史時代をむかえました.そしてその

一番はじめカミ古生代(Pal(a)eozOicera)のカンブリア紀

なのです.この時代の地球はちょうど芝居の幕あき

に似て宇宙というとほうもなく大きい劇場の地球と

いう舞台にそれまでどっしりとたれ下がっていた先

カンブリア紀の幕がしずしずと上がりこれまで姿を見

せなかったいろいろの海棲生物たちがスタｰ気取りで

登場しました.そして地球の表面の姿も生物たちも

まるで古典音楽のたえ桂る調べにのってまわり舞台で

音もなく舞うように静かにそしてゆっくりと新しい

時代へ向かって進化していきました.

古生代の第2番目はオルドビス紀(Ordvicianperiod)

です.オルドビスという名はロｰマ帝国時代にイギ

リス南部のウェｰルズ地方に住んでいたオルドビス族

の名にちなんでっけられました｡､この時代の地層は

以前は次のシノレリア紀(Silurianperio早)の地層の下部

と見なされていましたカミいろいろと検討された結果

三葉虫(Tri10bite)と呼ばれる節足動物の仲間の

Ceratopygeという種族カミ現われたときをオルドビス

紀のはじまりとするのが適当だということに在りその

後独立して取り扱われるように枚りました.
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この時代の陸と海との分布のありさまはカンブリア

紀のそれとほぼ同じてしたが生物の世界はカンブリ

ア紀に生息していたものが進化したりそれまでみられ

第王9図世界の楯状地(図説･地球の歴史から)�
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たかったニュｰフェイスが登場したりしてなかなかに

ぎやかになってきました.始生代からオルドビス紀ま

での間にできた地層は日本ではみられませんのでそ

の間目本がどのよう放状態にあったかということはよく

わかりませんがお隣りの朝鮮や中国およびその他の国

にはかなり広く分布しています(第1g図).それで日

本の地質学者たちは日本列島の誕生の秘密をつきとめ

るために日本に最も近い朝鮮や中国に分布しているこ

れらの地層について詳しく調査研究することを強く望

んでいるのですがあなたもよくご存じのように現在

日本とこれらの国との聞はいろいろの事膚で行き来

することがよういでありませんので現地に行って調査

することカミむずかしいのです.それで次のシルリア

紀以後に起こったできごとや地層について詳しく検討し

これらによって日本列島の生いたちを追究していかなけ

ればなりません.人類共通のしあわせのためにありそ

して発達していく科学の世界に国と国との考え方のち

カミいによる壁が存在するということはともすれぱ人類

の破滅をまねくおそれがあるだけに早くなくなってほ

しいものです.

3.地球の若がえり

オノレドビス紀に続くシノレリア紀の名はイギリス南部

に住んでいたシノレノレ族の名にちなんでつけられまし

た.この時代はゴトランド紀(GOt1andianperiOd)と

呼ばれることがありますがこの名のみなもとになった

スウェｰデンのゴトランドではこの時代の地層は完全

には発達してい放いのでこのように呼ぶのは適当では

ないという人もいます.地層に名前をつけるぱあい

その時代あるいは時期に堆積した地層が完全かつ典型

的荏堆積状態を示している標式的場所の名をとるのカミ

ふつうですからやはりゴトランド紀と呼ぶのは適当

では狂いように思われます.シルリア紀には筆石

(GraptoIite)と呼ばれる特徴のある海棲生物カミいました

押.

がそのうちで単軸型(Monograptus)として区別され

ているものが現われてから死滅するまでの約3000万年の

聞をシルリア紀として取り扱うことになっています.

この時代に入るとこれまでみられなかった魚類や植

物などカ甥われました.そしてこの時代の地層カ童現

在目本列島でみられる一番古い地層として取り扱われ

ているのです.(第20図)

日本のシノレリア紀の地層については研究がじゅうぶ

んには進んでいませんのでまだはっきりしたことはわ

かっていませんが最近ではシノレリア紀中期以後の堆

積層で従来シノレリア紀の地層として取り扱われていた

地層の多くはつぎのデボン紀(DevOnianperiρd)の

ものであろうと考えられています.この時代の終わり

ごろイギリスから北アメリカにわたる地帯(第21図)に

カレドニア造山と呼ばれる大事件(造山運動:}Orogenic

mOVement)がおこりました.

*造山運動

岩方体の変形･相対的垂直変化あるいは

相対的水平変化を地殻運動(Diastro･

phism)といい大陸の全部または大

部分に影響をおよぼす運動を造陸運動

(EPeir09enicmOvement)広い区域に

わたって行なわれる綬優な垂直的上昇ま

たは下降運動で造陸運動に比べて局

部的に行なわれ主として山脈の構=成に

関係のある運動を造山運動という

このような運動はソ連のバイカル湖付近や中国でも

同じ時期に行たわれています.それまでの海底は陸

から砂や泥が運びこまれるにしたカ主って次第に沈んで

いくまるで舟のようだ形をした盆地状のいわゆる地

向斜崇(Geosync1ine)とたっているところカミ少なくあり

ませんでした.
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第20図日本におけるシルリア･デボン系の分

亦(図説･地球の歴史から)
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第21図北ヨｰロッバのカレドニア造山併第22図

(図説･地球の歴史から)
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*地向斜地球表面の大規模の沈降地帯多くは大規模

の堆積地帯で堆積物が多くなるにしたがっ

て徐々に沈降する

そして大規模の地向斜地帯はカレドニア造山によっ

てシルリア紀の終わりごろにものすごい力をうけても

り上がり山脈地帯に変わりその下部にできた花嵩岩

(みかげ石Granite)も徐々にもり上がってきました(第

22図〉この大事件はまるで圧政に苦しむ善良な国民に

よる革命に似て地球に若々しい生命を与えそれまで

の古いものをどんどん追いやって今目見られるような

地球をつくる大きな原動力となったのです.

カレドニア造山はデボン紀に入って最高潮に達しまし

た.そしてデボン紀は魚の時代(Age0“sh)と呼ば

れるほどいろいろの魚だちが現われました.でもこの

時代の魚は私たちが日ごろ食べている魚とはだいぶ異

なっていてまるでヨロイ･カブトに身をかためたよう

にいかめしい格好をしていました.今から数10年前ま

では北海道の一部の川にこの時代の魚の名残りをと

どめた大形の魚がみられましたが今では死滅してしま

ったものと思われます.

たことや海底で火山活動が行なわれていたことがどうしてわか

るのか｣とおっしゃるのですか?それはそのころ

できた地層をよく調べますとその中に海中に生息して

いた生物の化石が含まれていたり火山活動によって海

中に噴き出された熔岩(Lava)や火山岩層(V01can{c

detritus)などの火山噴出物(V01canicproduct)カミ合

まれていることなどによってわかるのです.ζのよう

な熔岩のうちそれカ茎海底火山の活動によって海底に流

出したことを示すものとしてまるで枕をたらべたよう

な構造をなしている枕状熔岩(Pi1IOw1ava)があります

(第23図).北海道の根室付近でr車石｣と呼ばれてい

るものは典型的な枕状熔岩として有名です.

輝緑凝灰岩(Schralstein)と呼ばれている暗緑色また

は赫色の岩石は古生代や後で述べる中生代の海底火山

活動によって噴出した物質が堆積してできたものですカミ

日本でも古い地層中に多量にみられ当時の海底火山活

動のはげしさを示していますが火山国として世界に名

高い日本の火山活動はすでにこの当時には芽生えて

いたわけです.

古生代第5番目の石炭紀(Carb㎝iferOusperiod)ご

ろから日本列島の姿が少しづつわかぐできます.これ

まで日本列島は地向斜の状態にあり総体的には10km

以上も沈みました.もっとも場所によってはときど

き海面からにょっきりと頭を出すことがあったのですが

それも間もたく沈んだようです.またこのころ海底

では地殻運動に関係して火山活動(Volcanicactivity)

がさかんに行なわれていました.日本が海中に沈んでい

第23図枕状猶潜P川｡wLava(北海道常呂郡
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4.日本列島の胎動

古生代最後の二畳紀(Permianperiod)のころ日本

列島はまだ海中にあってそのなかばころまでは火山

活動がさかんに行なわれてv･ました.そして海はこ

の時代の抵かぱころから少しづつ浅くなって陸に変わ

っていく優向にあったのです.この時代には古生代

の生物が生きなカミらえていたのですが一方次の中生

代(Mesozoicera)に全盛をほこった爬虫類(Rep舳a)

第24図

》

叡(1

㌀

千し

1句載S岬di舵2､背斜Am1言｡li1肥

.掬肋Fl…冊本･1三の地胴がlli1撒川二抑

汎再ぴ元の水平にもどる榊逸

繊1句斜r岬1i而｡{而1多くの1～斜が頸1ま

って総体的に1軸斜概造をなしているもの

洩背斜AotioIi咀｡ri』m=多くの背斜が雌ま

って船体的1二背斜棚逃をなしているもの

ド.ム榊遭Domosh･o“岨:おワンを伏

せたよう1二地樋が一点を巾､亡､にもり.1一っ

ている与継逃

7一盆地榊細･･i川m｡山･･:1｣ム棚逃と

反対に地層か一点をI11心にくぼんでい

る椛遺

梱曲構造の基本型

､

岬W,i･･1.舳111■リ

壬

さ

㌔

一:･,鮎川､｡｡1｡.1地咄{{一〕･1'll一

一二七肚Iム岬咄

第25図断層の基本型

国ヵ鉱山の鉄マンガン鉱床の下盤)�



一29一

顕花植物(Phanerogamae)などがぼつぼつ姿を見せは

じめました｡そしてバリスカン造山と呼ばれる大変

動が起こってこれまで陸化の傾向にあった地域は方々

でもり上がって山脈地帯に変わり地球の表面はさらに

大きく変貌したのです.この造山運動は古生代の終わ

りを告げる鐘の音に似てこれをかぎりに約3億3000

万年続いた古生代の歴史はついにその幕をとじたので

す.がこの造山運動は日本列島にどのような影響を㌔

およぼしたでしようか.

それまで海底にねむりときどき手足をのばして誕生

の時をまっていた日本列島付近は二畳紀の終わりごろ

に租ると急にさわカミしくなってきました.というの

はこのころになるとバリスカン造山によって方々

で地盤がはげしくゆれ動き海底カミどんどんもり上がっ

てきたから枚のです.

そのためにそれまで割合いに平らに海底に積ってい

た地層はものすごく強い圧力を受けて押し曲げられ

たり(禰曲Foldi㎎)(第24図)ずたずたに断ち切られた

り(断層F･u1t)(第25図)地層を構成している岩石が

それを構成している鉱物(Mine｡｡1)の再配列によって

姿を変えたり(変成作用･1M･t･mo･phismによる変成岩

M･tamo･phicrockの形成)しました.そして部分的

には横から加わったカが余って地層がほかの地層の上

に押しかぶさったり(押しかぶせ構造Nappestructure)

(第26･27図)さらに力が余って押しかぶさった面がちぎ

れたり(押しかぷせ断層Overthrust)しました.また

このようなはげしい力にともなわれて地下深いところ

にあったマグマ㌻(Magma)が上がってきてはげし

くゆれ動く部分に入りこみました.

…祭1

第26図摺曲より押しかぷせ構造

が形成される過程を示す

模式図と特殊な押しかぶ

せ熾造

*1変成作用

*マグマ

岩石の化学成分1働釦紬粉鉱物成分な

どを変えて新しい種類の岩石を生じさ

せる作用で後で述べる禅グマの貫入に

よってそ机に捜する部分が熱の影響を

うけて新しい鉱物の組み合わせを作る熱

変成作用(Them議1鵬t養mrψi§m)

と低温度の下で機械的に猪右を変形した

り高温の下でヒス主が働いて変形作用

が行なわれる動力変成作用(Dynamo-

metamOrph五§㎜)とに大別される

火成岩の源である熔融状態にある造岩物

質で主成分申不揮発性のものはSi0里

A120旺亙e雪O旺FeOlMlgOCaONa曾O

K雪O揮発性のものはH空O(これが主)

C02COH2N望ASO主SOoSC12

F2N亘3等である

このようた現象は日本でもあちこちでみられます.

たとえば鐘乳洞(Limestonecave)で有名な山口県の

秋吉台には大規模の押しかぶせ構造があるといわれて

いますし(第28図)この時代にできた花南岩は瀬戸内海

や四国･近畿･中部地方などに現われています.また

岩石公園として有名な埼玉県の長瀞や静岡･和歌山･四

国などに広く分布している三波川結晶片岩(Sambagawa

crysta11ineschist)もバリスカン造山運動の影響をうけ

てできたいといわれています.これまで海底に横たわ

っていた日本列島はこのバリスカン造山運動によって

上に述べたようないろいろの変動を受けながらようや

くその姿を海上にあらわす態勢をととのえました.

rあらしの後のしずけさ｣のことわざのように地球をは

げしくゆり動かしたバリスカン造山運動カミ終わった後に

は割合いにおだやかた時代カミ訪れました.そして人生

にたとえればそのなかばにあたる中生代をむかえその

第1番目の三畳紀(Triassicperiod)になっていよい

よ日本列島カ茎誕生するわけですがこれについては次号

に述べることにします.(筆者は鉱床部)

･炉

.11.蛛'{一'.第27図

鱗片状構造Imbricatestructure(押しかぷせ構造の一睡)

鍬梅墓_.断層遂1

黒§萎警琴茅琴岩

第28図秋吉台付近の押しかぷせ構造(小沢儀明)�


